






はじめに 

女性の出産年齢の高齢化は,女性の高学歴化,男女雇用機会均等,離婚とそれに続く再婚,あ

るいは未婚の母など,様々な社会の変化と関係があると考えられており,女性の社会進出と

いう点で先進国であるアメリカに続いて,この高齢出産の問題が,わが国でも注目を浴びつ

つある。これまで児の染色体異常,妊娠中毒症,分娩遷延の頻度が 35 歳以上の妊婦で増加す

るとし,高齢妊産婦とくに高齢初産婦をハイリスクとして管理すべきであるとされてきた

が,その具体的な管理指針に関する報告は皆無に等しい。また,母体の加齢そのものが妊娠

分娩に関してリスクたり得るかに関しても不明の点が多く,合併症のない例では母体の予

後に問題なしとする報告もある。本項では特に,妊娠前に積極的に介入することにより母体

ならびに周産期予後を改善させることを目的としたpre-conception careが,高齢妊娠の予

後改善に有用であるか否かについて文献的考察を加えた。 


